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1．PD 資格試験について 

「超音波探傷試験システムの性能実証における技術者の資格及び認証（NDIS 0603：2015、

以下 NDIS 0603 と称す）」に従って行われる PD 資格試験とは、溶接構造物などに発生した亀

裂などの検出及び寸法測定の能力に関する超音波探傷試験システムを総合的に認証する制度

です。 

上記規格の附属書 A（規定）「軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系ステンレス

鋼配管溶接部に対する亀裂高さ測定の PD 資格試験」は、軽水型原子力発電所用機器のオー

ステナイト系ステンレス鋼（ステンレス鋳鋼を除く）配管の突合せ溶接継手に発生した亀裂

高さ（深さ）を、配管外表面からの測定する超音波探傷試験技術者について、超音波探傷装

置，手順書と一括した超音波探傷試験システムの認証を与える資格試験です。 

このため PD 資格試験では受験に際して、使用する装置及び手順書を受験者があらかじめ

準備して申請する必要があります。 

手順書は、そのまま現場で使用されるものであるとともに、使用する超音波探傷装置、適

用できる範囲(配管径、管厚さ)判定のための手順などの判定に影響を及ぼす重要な探傷条件

(基本的パラメータ)を NDIS 0603 附属書 A に従い記載されていることが必要です。手順書記

載内容の合格後の変更は、基本的パラメータの許容範囲内である場合は、その内容が検査に

重要な影響を及ぼさないことの PD センターによる確認が必要となります。基本的パラメー

タが許容範囲を外れる場合は、認証範囲外とみなされ、別途認証を受ける必要がありますの

で注意下さい。 

なお、手順書は申請者のトレードシークレット(Trade Secret 営業秘密)として取り扱い，法

令上の要請による場合を除き，申請者の同意無しには試験員以外に開示されることはありま

せん。また、申請者の個人情報につきましては、PD 資格試験における本人確認、試験結果通

知書の発行及び PD 資格試験に関する連絡の目的のみに使用します。 

試験では、申請者の手順書に記載された「適用範囲（配管径、管厚さ）」に適合した試験

体が提供されます。また，亀裂は応力腐食割れ(SCC)が測定の対象となります。併せて PD

センターが実施する PD 資格試験で用いる言語は、日本語若しくは英語のみ対応いたします。 
 

2．試験の種類 

試験には次の 4 種類があります。 

2.1 新規試験 

資格取得を希望する者が受ける最初の試験のことで，超音波探傷装置及び手順書を組み合

わせた試験を行います。超音波探傷装置及び手順書は申請者が準備して試験場に持ち込み，

それを使用します。 

2.2 再認証試験 

連続した更新による有効期間内、かつ、最大 10 年を超えない範囲で資格の継続を希望す

る者が受ける試験です。再認証試験は新規試験と同じ扱いとなりますが，有効期間内に更新

した場合は，認証番号が継続されます。 

2.3 再試験 

新規試験で要求される基準に達せずに不合格になった申請者は，30 日以降一年以内に行わ

れる次回の PD 資格試験をもう一度だけ受験できます。申請者が，新規に受験した PD 資格試

験に不合格になった後，PD 研修センターで行う PD 研修を受けた場合には，不合格通知の発
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行日より 30 日未満であっても再試験が可能です。この場合には，PD 研修センターの PD 研

修証明書が必要です。なお，再試験の実施内容及び判定基準は新規試験と同じとなります。 

2.4 海外の PD 資格保有者の場合 

認証システムが公表されている ASME Boiler & Pressure Vessel Code Sec.Ⅺ App. Ⅷ の

Supplement 2 又は Supplement 12 による PD 認証を保有し，かつ，それに合格した手順書を使

用して受験する場合は，既に合格している内容を考慮して PD 資格試験の一部を変更した試

験を受験することができます。 
 

3．試験内容 

試験は NDIS 0603 「超音波探傷試験システムの性能実証における技術者の資格及び認証」

附属書 A（規定）「軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系ステンレス鋼配管溶接部に

対する亀裂高さ測定の PD 資格試験」に準じて以下のように実施します。 
3.1 PD 試験体の形状 

試験では実際の原子力発電プラントのステンレス配管溶接部形状を模擬した試験体に付

与した SCC を使用して行います。試験体の公称寸法は以下とします。 

大口径管： 600A 公称肉厚 35mm  

中口径管： 350A 公称肉厚 25mm 

小口径管： 150A 公称肉厚 10mm 

試験体形状は円筒状もしくは短冊状となります。自動探傷装置等の取り付けのため，どう

しても試験体外形の事前確認が必要な場合は，ご相談ください。 

3.2 亀裂高さ（深さ）の測定数  

口径別又は肉厚別の 3 種類の試験体を用い，10 個の SCC の高さ(深さ)を測定します。 

PD 試験体の SCC のうち，6 個の深さは次の表の分布とし，残りの 4 個の深さは表の区分の

いずれかに振り分けます。 

表 SCC 深さに対する最小個数 

SCC 深さの範囲 

（h：配管公称肉厚との比％） 
SCC の最小個数 

0 ＜ h ≦  30％ 2 個 

30 ＜ h ≦ 60％ 2 個 

60 ＜ h ＜ 100％ 2 個 
 

PD 資格試験には深さ 15mm 以上の SCC 及び先端が溶接金属内にある SCC をそれぞれ 1

個以上含みます。 

3.3 測定位置 

試験では測定する範囲があらかじめ指定されています。その範囲における最大高さ（深さ）

の位置を特定し，その高さ（深さ）を測定します。なお、指定された範囲以外での探傷を禁

じます。 

3.4 PD 資格試験の時間 

PD 資格試験は，装置の準備を含めて，5 日間で実施します。試験時間は 9:00 から 18:00

です。時間外は原則として認めませんが，事前の申請で必要性が認められた場合は可能とし

ます（別途費用が発生します）。試験体は 1 個ずつ試験員より提供され，測定・評価が終了
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し，試験員に返却すれば，次の試験体が提供されます。1 個の試験体に許される測定から評

価までの最長時間は 1 日(8 時間)とします。また，日を跨いでの探傷はできません。 

3.5 測定結果の提出 

1 個の試験体の探傷が終了する毎に，測定結果を提出します。測定結果提出後の再探傷及

び記録訂正はできません。また，コンピュータ内のデータを消去します。記録提出と同時に，

試験員より SCC の先端と判断した根拠の説明が求められます。 

3.6 補助者 

超音波探傷装置を試験体に取り付けるために補助者を必要とする場合は，申請書に作業内

容と人数を記載して下さい。補助者の氏名については，受験の 7 日前までに決定し，その所

属，氏名，雇用責任者の証明に，誓約書を添えて PD センターへ提出下さい。補助者は、装置

の取り付け、探傷機器の設置時のみに試験場への立ち入りが認められます。 
 
4．合格基準 

以下の基準を全て満足すれば合格とします。 

①  SCC 深さが全て記入されている。 

②  測定した SCC 深さが真とする深さに対して，4.4 ㎜を超えて下回る結果が 1 つも無い。 

③  測定した SCC 深さと真とする深さの RMSE が 3.2 ㎜を超えない。 
 
5．禁止事項 

PD 資格試験の試験内容及び試験体に係わる情報の持ち出しは，試験体等の価値を減損さ

せ，PD 認証システムに損害を及ぼすため，これを禁止します。受験者（補助者を含む）は

試験に先立ち誓約書の提出が必要です。また、試験場は試験員及び TV 等のモニタシステム

で常時監視されます。 

試験では以下の行為を禁止します。 

① 紙類の持ち込み，持ち出し 

  （手順書のコピー，記録用紙，計算用紙については PD センターで準備します） 

② メモリー型計算機，録音機等の持ち込み 

③ 手順書に記載の無い市販ソフト，解析ソフト，参照データ等の持ち込み 

④ 携帯電話，無線 LAN 装置等の外部との通信手段の持ち込み 

⑤ 申請されていない取り外し可能な記憶装置の持ち込み 

⑥ コンピュータ内の隠しファイル，バックアップファイルの使用 

上記以外の物品の持ち込み及び行為についても試験員の指示に従ってください。また，最

終日には，コンピュータ類について内部外部を問わず，全てのデータが消去されているこ

とを確認します。PD 資格試験の受験前には，必ずバックアップをとってから試験場にコン

ピュータ類を搬入ください。 

禁止事項の抵触によって不合格になった申請者は，最小限 1 年待たなければ受験申請する

ことは出来ません。また，PD 認証システムに損害を及ぼした場合は訴訟の対象となります。 
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6．試験会場案内 

6.1 試験会場 

試験は下記の一般財団法人 発電設備技術検査協会 溶接・非破壊検査技術センターで実

施します。 

〒230-0044 横浜市鶴見区弁天町 14-1 

 案内図はこちら http://www.japeic.or.jp/g-shoukai/jimusho/tsurumi.htm 
6.2 ユーテリティ 

試験場では次のユーテリティが使用できます。圧縮空気その他特殊なものについては申

請者が準備下さい。 

電源：100V 50Hz 

水道水（貯水，排水機材については申請者が準備下さい） 
 
7．手続き 

受験に必要な資格及び書類を以下に示します。申請から資格取得までのフローを図 1 に

示します。 

7.1 受験申請資格 

申請者は JIS Z 2305 に規定する UT レベル 2 以上，或いはそれに相当する国外資格を所有

していることが必要です。 

7.2 申請に必要な書類 

PD 資格試験の申請には下記の書類が必要です。 

① PD 資格試験受験申請書（受験票付） （様式 1） 

② JIS Z 2305 の UT レベル 2 以上の資格の証明 

資格を証明する書類の写しを提出下さい。 

③ PD 資格試験に使用する手順書 

 手順書は，軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系ステンレス鋼（ステン

レス鋳鋼を除く）配管の突合せ溶接継手に発生した亀裂高さ（深さ）を，配管外表

面からの測定に使用するものである必要があります。 

注：合格後の手順書変更はその内容により PD センターの確認，或いは新たな資格

試験が必要となりますのでご注意下さい。 

④ PD 資格の証明（再認証受験者のみ） 

PD 資格を証明する書類の写しを提出下さい。 

⑤ PD 研修証明書 

不合格通知発送後 30 日未満に再受験を希望する場合に必要となります。 

⑥ 受験のための要望 

受験時に下記のような要望がある場合はその旨を書面にて提出下さい。 

・超音波探傷装置を取り付けるために補助者が必要な場合 

・守秘のために特別な会場設定を希望する場合（別途費用が発生します） 

⑦ 写真 

申請書及び受験票に上半身（正面），無帽で 45mm×35mm，6 ヶ月以内に撮影した写真

（裏面に氏名記入）を貼付してください。（眼鏡を使用する方は眼鏡を着用した写真） 
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なお，PD センターに上記申請書類が到着後，「資格試験受験申請書（受験票付）及び手順

書受付書」と「受験申請料請求書」をお送りいたします。期日内に指定口座にお振込みくだ

さい。また、PD センターとして傷害保険に加入するため、承諾書を併せてお送りします。必

要事項記入の上ご返送ください。 

7.3 申請書作成にあたっての注意事項 

① 申請書は添付の PD 資格試験受験申請書を使用し，正確にご記入下さい。 

② 手順書は申請者の品質システムに従い，JIS Z 2305 に規定する UT レベル 3 又はそれ

と同等以上の資格者により承認され管理番号が記載されていることが必要です。 

手順書の記載は NDIS 0603 附属書 A が求める記載事項を満足する必要があります。 

③ 申請書に不備がある場合，返却することがあります。 

④ やむを得ない理由により申請者が受験できなくなった場合，手順書に変更がなければ，

試験開始 2 週間前までに申請者の変更を行うことができます。（所定の申請書とともに申請） 

7.4 申請書の送付先 

   申請書及び添付書類を以下の送付先まで簡易書留で送付してください。 

〒240-0196 神奈川県横須賀市長坂 2-6-1 

一般財団法人 電力中央研究所 エネルギートランスフォーメーション研究本部  

材料科学研究部門 PD センター 

7.5 連絡先 

   一般財団法人 電力中央研究所 エネルギートランスフォーメーション研究本部 

材料科学研究部門 PD センター 

      PD センターホームページ お問い合わせ：https://criepi.denken.or.jp/jp/pd/inquiry/index.html 

7.6  PD 認証登録についての問い合わせ先 

一般社団法人 日本非破壊検査協会 PD 認証機関 

TEL 03-5609-4014 FAX 03-5609-4062 ホームページ  http://www.jsndi.jp/pd/ 
 
8．受験費用 

受験費用は以下のとおりです。受験申請料は，PD センターに受験申請に必要な書類が到着

後，「資格試験受験申請書（受験票付）及び手順書受付書」と「受験申請料請求書」をお送り

いたします。期日内に指定口座にお振込みください。受験料は試験実施案内受領後，試験開始

まで指定口座にお振込ください。 
 

試験項目 受験申請料 受験料 

新規試験・再認証試験 275,000 円 825,000 円 

再試験 88,000 円 462,000 円 

(上記価格は消費税を含みます) 

注記： （１）表示は消費税を含みます。 

（２）会場設定等で特別な希望のあるときは別途料金を設定いたします。 

（３）時間外を希望される場合は時間当たり 12,000 円(税抜)の費用が加算されます。 

（４）受験申請後の受験取り止めの場合は、受験申請料をご負担頂きます。試験開

始 2 週間前もしくは振込後の場合は、受験申請料及び受験料をご負担頂きます。 
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PD 資格試験受験申請書 
 

一般財団法人 電力中央研究所 
エネルギートランスフォーメーション研究本部 
材料科学研究部門 PD センター長 殿 

 

PD 資格試験の受験を申請します。 

 

 

 

試 験 区 分 １．新規試験 ２．再試験 ３．再認証試験 ４．国外認証あり（       ）

試 験 種 別 
NDIS0603 附属書 A 軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系 

ステンレス鋼配管溶接部に対する亀裂高さ測定の PD 資格試験

試 験 方 法  亀裂高さ（深さ）測定 

フ リ ガ ナ 

氏 名 
印 

生 年 月 日 西暦        年   月   日
性 別
○で囲む

１．男  ２．女 

現 住 所 

〒 

都 道 

府 県 

T E L ･ FA X TEL FAX 

E - M a i l 
( 任 意 ） 

 

勤 務 先  

所 属 部 課  

勤 務 先 

所 在 地 

〒 

都 道 

府 県 

T E L ･ FA X TEL FAX 

通 知 先 
( ○ で 囲 む ) 

１．現住所  ２.勤務先 

 

様式 1 添付書類を除く本申請書の写しは PD 認証機関に提出されます 

(＊) 受 験 番 号
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U T 資 格 

（資格名，取得年月日，有効期限） 

手順書番号  

適 用 

表 面 仕 上 げ   あり    

探傷方向 ( ○ で 囲 む )   片側   両側 

範囲 

(○で囲む) 

最小公称径 150A    その他（             ）

最 小 板 厚 10mm   その他（             ）

最大公称径 600A 以上   その他（             ）

最 大 板 厚    48mm   その他（             ）

探 傷 方 法 

( ○ で 囲 む ) 

端部ｴｺｰ法  ﾌｪｰｽﾞﾄﾞｱﾚｲ法 

端部ｴｺｰ法+ﾌｪｰｽﾞﾄﾞｱﾚｲ法 

試験片形状 

( ○ で 囲 む ) 
短冊状でも可  円筒状希望 

添 付 書 類 

１．誓約書（本人及び補助者， 補助者については受験時提出でも良い） 

２．UT 資格の証明書（写し） 

３．手順書 

４．PD 資格の証明書（写し、再認証受験者のみ） 

５．PD 研修証明書（30 日未満の再試験の場合） 

６．補助者の人数と作業内容（補助者を必要とする場合） 

７．その他･要望事項（                     ） 

 

本受験申請書の記載内容に相違ないことを証明します。 

雇 用 責 任 者 名 印 証明日 西暦     年  月  日

勤 務 先  

所属部課名・役職  

勤 務 先 所 在 地 

〒 

都 道 

府 県 

T E L ･ F A X TEL FAX 
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P   D   資   格   試   験 

受   験   票 
 

(＊)試験日：    年  月  日 ～     年  月  日 

 

受 験 番 号 (＊) 

試 験 種 別 
NDIS0603 附属書 A 軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系 

ステンレス鋼配管溶接部に対する亀裂高さ測定の PD 資格試験

試 験 方 法  亀裂高さ（深さ）測定 

フ リ ガ ナ 

氏 名 
 

 生 年 月 日 年   月   日 

性 別 
○ で 囲 む 

１．男    ２．女 

勤 務 先  

 

(＊)：PD センターにて記入します 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 
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誓約書 

 
 
一 般 財 団 法 人  電 力 中 央 研 究 所 

エネルギートランスフォーメーション研究本部 

材料科学研究部門  P D センター長  殿 

 

私は PD 資格試験を受験するに際して，以下の事項を遵守することを誓約いた

します。 

 

１．「軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系ステンレス鋼配管溶接部

に対する亀裂高さ測定 PD 資格試験のご案内」を十分に読み，理解し，禁止

事項を守ります。 

 

２．次に掲げる情報（以下，「秘密情報」）について，使用，開示もしくは漏

洩しません。 

① PD 資格試験の過程で知り得た試験体と亀裂に関する情報 

② セキュリティシステムに関する情報 

③ PD センターが秘密保持すべき対象として指定した情報 

 

３．試験実施後も，秘密情報を使用せず，雇用責任者等を含む他のものに開示

もしくは漏洩しません。 

 

４．試験実施時，安全上の指示に従います。 

 

５．試験体は善良な管理者の注意義務をもって取り扱い，これらを傷つけるこ

とのないように十分注意いたします。 

 

２０○○年○○月○○日 

住所 ○○ ○○ ○○ 

氏名 ○○ ○○  印 

様式 2 
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PD 資格試験補助者申請書 
 

一般財団法人 電力中央研究所  
エネルギートランスフォーメーション研究本部  
材料科学研究部門 PD センター長 殿 

 
PD 資格試験の補助者を申請します。 
 

試 験 日   年  月  日 ～     年  月  日 

試 験 種 別 
NDIS0603 附属書 A 軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系 

ステンレス鋼配管溶接部に対する亀裂高さ測定の PD 資格試験

試 験 方 法  亀裂高さ（深さ）測定 

フ リ ガ ナ 

受験者氏名 
 

 

フ リ ガ ナ 

補助者氏名 

 

生 年 月 日 西暦        年   月   日
性 別
○で囲む

１．男  ２．女 

現 住 所 
〒             

 

勤 務 先  

U T 資 格 
（資格名，取得年月日，有効期限） 

 

補 助 者 の 
作 業 内 容 

 
 

添 付 資 料 誓約書 (様式 4) 

 

本補助者申請書の記載内容に相違ないことを証明します。 

補助者雇用責任者名 印 証明日 西暦      年  月  日

勤 務 先  

所 属 部 課 名 ・ 役 職  

勤 務 先 所 在 地 

〒 

都 道 

府 県 

T E L ･ F A X TEL FAX 

 

様式 3 
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誓約書 

 
一 般 財 団 法 人  電 力 中 央 研 究 所 

エネルギートランスフォーメーション研究本部

材料科学研究部門  P D センター長  殿 

 

私は （受験者氏名）           が PD 資格試験を受験するに際して，

その補助者として以下の事項を遵守することを誓約いたします。 

 

１．「軽水型原子力発電所用機器のオーステナイト系ステンレス鋼配管溶接部

に対する亀裂高さ測定 PD 資格試験のご案内」を十分に読み，理解し，禁止

事項を守ります。 

 

２．装置の取り付け，取り外し，超音波探傷機器の設置，撤去の補助のみを行

うために試験場への立ち入り，それ以外は試験場に入りません。 

 

３．次に掲げる情報（以下，「秘密情報」）について，使用，開示もしくは漏

洩しません。 

④ PD 資格試験の過程で知り得た試験体と亀裂に関する情報 

⑤ セキュリティシステムに関する情報 

⑥ PD センターが秘密保持すべき対象として指定した情報 

 

４．試験実施後も，秘密情報を使用せず，雇用責任者等を含む他のものに開示

もしくは漏洩しません。 

 

５．試験実施時，安全上の指示に従います。 

 

６．試験体は善良な管理者の注意義務をもって取り扱い，これらを傷つけるこ

とのないように十分注意いたします。 

 

２０○○年○○月○○日 

住所 ○○ ○○ ○○ 

氏名 ○○ ○○  印 

様式 4 


